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キレイな音色を楽しみました／スタインウェイ体験会

ズバリ!! 町政を問う
３議員が質問
ズバリ!! 町政を問う
３議員が質問

●●8

全員協議会報告
福島第二の廃止措置計画について
徹底議論！

全員協議会報告
福島第二の廃止措置計画について
徹底議論！

●●16

政府の基本方針を確認
多核種除去設備等処理水の処分について
政府の基本方針を確認
多核種除去設備等処理水の処分について

●●2

●●4 こんなことが決まりました 
４月臨時会・６月定例会
こんなことが決まりました 
４月臨時会・６月定例会

６月の
定例会

富岡町議会の
ホームページはこちらから

とみおか

議会だより 222
vol.

2021.10.10
222

vol.

2021.10.10
222

vol.

2021.10.10
222

vol.

2021.10.10
207

vol.

2021. 7.21



2

全員協議会報告
政府の基本方針を確認！！政府の基本方針を確認！！

　 多核種除去設備   等処理水の処分について

  風評影響への対応について

とみおか議会だより 207号とみおか議会だより 207 号3 22

問　
昨
年
10
月
後
半
に
方
針
決
定
と
い

う
話
が
あ
っ
た
が
決
定
に
至
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
の
期
間
に
汚
染
水
の
処
理
に
つ

い
て
風
評
対
策
等
、
大
き
な
方
策
が
な

い
中
で
処
理
方
法
を
決
定
し
た
の
は
な

ぜ
か
。（
堀
本
典
明
）

答　
内
閣
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部

　
関
係
省
庁
で
の
十
分
な
議
論
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
。
新
た
に
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
の
会
議
や
基
本
方
針
を
実
行
す

る
た
め
の
関
係
閣
僚
会
議
を
作
る
こ
と
、

関
係
省
庁
が
当
面
取
り
組
む
措
置
な
ど

の
具
体
的
な
対
策
を
検
討
し
、
議
論
を
重

ね
た
結
果
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
決
定

と
な
り
ま
し
た
。

問　
今
後
2
年
の
間
に
理
解
が
得
ら
れ

る
の
か
。
ま
た
、
汚
染
水
の
タ
ン
ク
を

第
二
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
に
置
く
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。（
高
野
匠
美
）

問　
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
取
り
除
け
な

い
核
種
に
つ
い
て
、
今
の
技
術
で
の
限

界
ま
で
取
り
去
る
と
い
う
の
が
更
な
る

安
心
だ
と
考
え
る
が
。（
安
藤
正
純
）

答　
内
閣
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部

　
大
半
の
核
種
は
検
出
限
界
値
未
満
ま
で

下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
取
り

に
く
い
核
種
も
あ
り
、
現
段
階
の
技
術
で

全
て
限
界
値
未
満
に
す
る
ま
で
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
改
良
を
重
ね
、

技
術
開
発
も
含
め
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
住
民
の
不
安
を
ど
う
払
拭
す
る
か

が
風
評
被
害
が
な
く
な
る
一
歩
に
な
る

と
思
う
。
不
安
に
感
じ
て
い
る
住
民
の

声
を
吸
い
上
げ
る
場
所
を
作
る
体
制
を
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
内
閣
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部

　
13
市
町
村
の
住
民
に
第
一
原
子
力
発
電

所
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、そ
の
あ
と
国
・

東
京
電
力
職
員
と
の
座
談
会
を
す
る
場

も
あ
り
ま
す
が
周
知
不
足
。
今
後
も
様
々

な
対
話
の
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問　
ト
リ
チ
ウ
ム
の
安
全
性
は
報
道
さ

れ
て
い
る
が
そ
の
他
核
種
の
安
全
性
等

を
実
際
に
検
証
し
て
、
関
係
者
以
外
の

質

応
疑疑疑

答答

　令和３年５月７日に、富岡町役場　全員協議会室にて全員協議会を開催し、多核種除去設備等処理
水の処分に関する政府の基本方針について内閣府原子力災害対策本部　廃炉・汚染水・処理水対策現
地事務所より説明を受けました。

多核種除去設備等処理水（ALPS処理水）について
　燃料デブリに触れ、日々、建屋内で発生する放射性物質を
多く含む水である汚染水を浄化処理し、トリチウム以外の放
射性物質を規制基準値以下まで取り除いた物が「多核種除去設
備等処理水（ALPS処理水）」です。
　令和３年３月末時点で、第一原子力発電所敷地内のタンク
に約125万トン貯蔵されています。

　国民・国際社会の理
解の醸成として、ALPS
処理水の安全性につい
て科学的根拠に基づく
情報を分かりやすく発
信します。

　被害者に寄り
添う丁寧な賠償
を実施するよう、
東京電力を指導
します。

　漁業関係事業者への設備導入支援などを継
続、拡充します。
　加工・流通業者へ新たな支援をして、海外
に向けての販路開発や促進事業を展開します。
　観光誘客促進等の支援で、交流人口拡大に
むけた事業を行います。

基本方針について説明する木野参事官

  決定に至る経緯と基本的な考え方

 ２年後を目途に福島第一原子力発電所の敷地から放出

　６年以上の専門家と
の議論や、４千件を超
えるパブリックコメン
トなどを踏まえながら
方針を決定。

【復興と廃炉の両立】
　廃炉を進め、安心して住めるようにするのが必要。
　風評被害を発生させることも懸念されているので、風評
対策を政府が全力をあげてやっていくことで、復興と廃炉
の両立を目指します。

放出前後のモニタリングの強化
　放出する水について、東京電力と第三者機
関がしっかり分析をします。
　また、IAEAが放出前から設備やモニタリ
ング体制のレビューを行うなど、第三者の目
を入れてやっていきます。

風評被害の抑制
　トリチウム及びその他核種の濃度を、規制
基準を大幅に下回るまで希釈、総量も事故前
の管理目標値を下回る水準にします。
　安全性を確保することで風評被害を抑制し
ます。

廃炉・汚染水・処理水対策
ポータルサイトはこちらから。

答　
内
閣
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部

　
し
っ
か
り
実
現
・
実
行
す
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。
ま
た
、
タ
ン
ク
の
保
管
に
つ
い

て
は
第
二
原
子
力
発
電
所
も
廃
炉
に
伴
う

保
管
の
た
め
の
敷
地
が
必
要
で
あ
り
、
敷

地
や
タ
ン
ク
を
増
設
す
る
等
も
検
討
し
ま

し
た
が
最
終
的
に
解
決
に
な
ら
な
い
と
い

う
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

問　
処
理
水
の
安
全
性
に
つ
い
て
国
か

ら
責
任
の
あ
る
言
葉
が
何
も
出
て
こ
な

い
。
安
全
の
責
任
の
所
在
が
東
京
電
力

任
せ
だ
と
感
じ
る
が
。（
遠
藤
一
善
）

答　
内
閣
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部

　
実
際
に
処
分
を
す
る
の
は
東
京
電
力
で

す
が
、
認
可
や
分
析
結
果
の
確
認
、
放
出

の
際
の
立
ち
会
い
な
ど
、
国
も
様
々
な
段

階
で
安
全
性
を
確
認
し
た
上
で
処
分
を
行

う
と
約
束
し
ま
す
。

方
へ
も
広
く
し
っ
か
り
と
報
道
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
第
三
者

機
関
と
は
信
頼
で
き
る
も
の
な
の
か
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
内
閣
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部

　
様
々
な
手
段
を
通
し
て
処
理
水
の
安
全

性
の
理
解
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

第
三
者
機
関
と
は
東
京
電
力
と
資
本
関

係
の
な
い
機
関
で
、
放
射
能
の
分
析
を
専

門
に
し
て
い
る
会
社
や
法
人
で
あ
り
、
海

外
の
人
間
も
含
め
て
し
っ
か
り
と
分
析
・

確
認
し
て
も
ら
い
ま
す
。

問　
賠
償
の
問
題
で
、
漁
業
関
係
者
へ

の
直
接
的
な
被
害
は
明
確
な
の
で
分
か

り
や
す
い
が
、
間
接
的
被
害
に
関
し
て

は
大
枠
で
し
か
な
く
、
目
に
は
見
え
な

い
も
の
で
あ
る
。
被
害
を
受
け
て
い
る
人

の
訴
え
を
聞
き
、
自
分
た
ち
の
主
観
で

決
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て

や
っ
て
ほ
し
い
。（
渡
辺
三
男
）

答　
内
閣
府
原
子
力
災
害
対
策
本
部

　
被
害
を
受
け
て
い
る
方
の
声
を
き
ち
ん

と
聞
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
ま
す
。
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［サケやな場整備工事］
　サケやな場整備工事の工期及び金額の変更につ
いて、可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○工 期
　（変更前）　令和３年７月30日
　（変更後）　令和３年９月30日
○金 額
　（変更前）　7,124万3,700円
　（変更後）　7,360万6,500円

○変 更 理 由 
・掘削したところ、既存構造物が出現したた

め、取り壊し、運搬、処分を追加し、作業
工程を見直したため、工期及び金額を変更。

［サケふ化施設建築工事］
　サケふ化施設建築工事の工期の変更について、
可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○工 期
　（変更前）　令和３年７月30日
　（変更後）　令和３年９月30日

○変 更 理 由 
・新型コロナウイルス感染拡大の影響で資材

の供給に遅れが生じたため工期を変更。

［六反田２号線整備工事］
　六反田２号線整備工事の金額の変更について、
可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○金 額
　（変更前）　１億9,445万8,000円
　（変更後）　２億　153万1,000円

○変 更 理 由 
・施工方法が変更となる箇所や、工事の支障

となる給水管の入替等が発生したため金額
を変更。

［農業集落排水（小良ヶ浜）
  災害復旧管渠工事その４］
　東日本大震災により被災した農業集落
排水小良ヶ浜処理区の管渠施設の復旧工
事について、可決しました。

（４月臨時会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工 期　令和３年12月24日
○金 額　８,195万円
○契約相手方　富岡町大字本岡字王塚
　　　　　　  646番地の１
　　　　　　  株式会社　丸東

［学校給食調理場建築工事］
　令和４年度からの運用に向け、富岡町
立学校給食調理場建築工事について、可
決しました。

（４月臨時会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工 期　令和４年２月28日
○金 額　５億930万円
○契約相手方　富岡町中央一丁目92番地
　　　　　　 桂建設　株式会社

［共生型サポート拠点施設整備工事］
　共生型サポート拠点施設の整備工事に
ついて、可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工 期　令和４年３月31日
○金 額　17億2,147万2,500円
○契約相手方　郡山市不動前一丁目59番地
　　　　　　 積 水 ハ ウ ス・ 日 総 建・
　　　　　　 鴻池組特定建設工事共同企業体

［家老ため池放射性物質対策工事
 その２］
　家老ため池放射性物質対策工事その２
の金額の変更について、可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○金 額
　（変更前）　１億3,860万円
　（変更後）　１億4,383万500円

○変 更 理 由
・施工対象範囲及び発生土処理量の見

直し等による金額の変更。

※本工事の発注により、帰還困難区域を
除く東日本大震災に係る農業集落排水
施設などの全ての下水道施設、汚水管
渠の災害復旧工事の発注が完了します。

［椿屋第１ため池ほか放射性物質
  対策工事その２］
　椿屋第１ため池ほか放射性物質対策工
事その２の金額の変更について、可決し
ました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○金 額
　（変更前）　１億4,386万3,500円
　（変更後）　１億5,200万1,300円
○変 更 理 由

・施工対象範囲及び発生土処理量の
見直し等による金額の変更。

工
事
請
負
契
約
及
び
変
更

工
事
請
負
契
約
及
び
変
更

定例会・臨時会　工事請負契約・工事請負契約の変更

訂
正
と
お
詫
び

　

令
和
3
年
4
月
19
日

発
行
の「
と
み
お
か
議
会

だ
よ
り
２
０
６
号
」Ｐ
．４

の
記
載
に
つ
い
て
左
記
の

と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

問　
消
防
施
設
維
持
費

の
備
品
購
入
費
は
何
を

購
入
す
る
の
か
。

（
堀
本
典
明
）

誤　
水
槽
付
き
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
２
台

を
購
入
し
ま
す
。

正　
水
槽
付
き
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
１
台

を
購
入
し
ま
す
。

定例会・臨時会　工事請負契約の変更

問　
共
生
型
サ
ポ
ー
ト
拠
点
施

設
に
つ
い
て
、ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
が
足
り
な

い
の
で
は
な
い
か
と
、
以
前
の

全
員
協
議
会
や
委
員
会
等
で
も

要
望
を
出
し
て
い
た
が
、
そ
の

後
の
経
緯
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
福
祉
課
長

　

多
目
的
に
利
用
で
き
る
倉
庫

を
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

問　
共
生
型
サ
ポ
ー
ト
拠
点
施

設
の
工
事
に
あ
た
っ
て
、
工
事

車
両
の
出
入
り
口
は
ど
こ
に
な

る
の
か
。
施
設
の
南
側
は
生
活

道
と
し
て
の
利
用
者
も
多
く
道

幅
も
狭
い
の
で
。

　
ま
た
、
正
門
前
の
押
し
ボ
タ

ン
式
の
信
号
機
に
近
々
撤
去
と

書
い
て
あ
る
が
、
工
事
前
に
撤

去
か
。（
高
野
匠
美
）

答　
福
祉
課
長

　

工
事
車
両
の
出
入
り
口
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
各
機
関
と

協
議
し
ま
し
て
、
安
全
を
確
保

出
来
る
よ
う
な
出
入
り
口
で
計

画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
町
内
の
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信

号
機
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か

ら
撤
去
の
時
期
等
を
協
議
し
て

い
き
ま
す
が
、
当
該
箇
所
に
つ
き

ま
し
て
は
工
事
に
影
響
し
な
い
よ

う
な
形
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質

応
疑疑疑

答答

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

整地の始まった校庭側（右）と、
工事車両の出入り口となっている正門（左）

整備された六反田２号線（上郡山太田地内）

←至 楢葉
国道6号線 至 大熊→

六反田川
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定例会・臨時会　審議議案一覧 定例会・臨時会　補正予算・動産・不動産の取得・人事案件

［富岡駅前用地取得］
　富岡駅前複合交流施設等に係る整備用地の
取得について、可決しました。

（４月臨時会）　全会一致　原案可決

【概要】
○取得予定価格　１億1,673万3,224円
○取得面積　　　 5,567.98㎡
○契約相手方 

富岡町都市計画事業曲田土地区画整理事業
施行者　富岡町

○取得用地の区域 
・富岡町大字仏浜字釜田 地内

［学校給食調理場備品購入］
　給食調理場で使用する厨房機器や事務用品
等の購入について、可決しました。

（４月臨時会）　全会一致　原案可決

【概要】
○取得予定価格　6,930万円
○契約相手方 

南相馬市小高区福岡字白山311番地
タニコー株式会社　東福島営業所

○購入物内訳 
・シンク、冷凍冷蔵庫、消毒保管庫、戸棚、

ロッカー、学級配膳カート 他

動
産
・
不
動
産
の
取
得

動
産
・
不
動
産
の
取
得

塚
野　

芳
美 

さ
ん

（
西

原
）

深
谷　
　

 

昇 

さ
ん

（
深

谷
）

石 

井　
　

功 

さ
ん

（
下
郡
山
）

渡
邉　

康
男 

さ
ん

（
毛

萱
）

笹
山　

光
政 

さ
ん

（
新
夜
ノ
森
）

高
橋　

繁
子 

さ
ん

（
王

塚
）

小
坂　

竜
也 

さ
ん

（
下
千
里
）

佐
藤　
　

忠 

さ
ん

（
新
夜
ノ
森
）

佐
藤　

清
隆 

さ
ん

（
王

塚
）

林　
　

 

秀
樹 

さ
ん

（
下
千
里
）

※
順
不
同

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

（
6
月
定
例
会
）　

原
案
可
決

農
業
委
員
会
委
員
10
名
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
３
年
７
月
８
日
か
ら
の
３
年
間
で
す
。

人
事
案
件

人
事
案
件

令和３年６月定例会で審議した議案とその結果

上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆専決処分の報告及び承認

議案第45号　専決処分の報告及びその承認について
（一般会計補正予算（第７号）） 全員賛成　原案可決

議案第47号　専決処分の報告及びその承認について
（税条例の一部改正） 全員賛成　原案可決

上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆同意

議案第51号 富岡町農業委員会委員の任命につき認定農業者等が委員の過半数を
占めることを要しない場合の同意を求めることについて 全員賛成　原案可決

◆条例の一部改正

議案第62号 富岡町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について 全員賛成　原案可決

議案第63号 富岡町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 全員賛成　原案可決

議案第64号 富岡町手数料条例の一部を改正する条例について 全員賛成　原案可決

議案第65号 富岡町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
について 全員賛成　原案可決

※４月臨時会における「動産・不動産の取得」、「工事請負契約」、及び６月定例会における「工事請負契約」、「工事請負契約の変更」、「人
　事案件」、「令和３年度補正予算」は別頁に詳細を掲載しております。各議案の内容については富岡町ホームページにて報告しており
　ますので、ご参照ください。

令和３年４月臨時会で審議した議案とその結果

臨時会・定例会審議議案一覧

問　
学
校
管
理
費
に
お
け
る
備
品
購
入
費

に
係
る
感
染
症
対
策
の
た
め
の
自
動
給
水

栓
購
入
に
つ
い
て
の
概
要
は
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
教
育
総
務
課
長

　
自
動
給
水
栓
は
主
に
蛇
口
の
部
分
を
取
り

換
え
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
取
り
付
け
費
を

含
む
金
額
で
の
計
上
と
な
り
ま
す
。

問　
一
部
損
壊
住
宅
修
理
支
援
補
助
金
の

概
要
と
、
申
請
の
方
法
は
。（
佐
藤
啓
憲
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
令
和
３
年
２
月
の
福
島
県
沖
地
震
に
お
い

て
準
半
壊
に
満
た
な
い
一
部
損
壊
の
住
宅
を

対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
申
請
の
際
に
は

罹
災
証
明
書
と
業
者
か
ら
の
見
積
書
等
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
速
や
か
に
要
綱
を
交
付
し
、
周
知
を

は
か
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

質

応
疑疑疑

答答

給付金・工事・備品購入等による増額給付金・工事・備品購入等による増額 一般会計一般会計

《3,042万円を増額補正》

事　業　内　容  （費　目　名） 補 正 予 算 額

子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯分） 1,308万円増

住宅応急修理費（工事請負費・一部損壊住宅修理支援補助金） 400万円増

第一中学校施設維持管理諸経費（備品購入費） 220万円増

その他 1,114万円増

　給付金・工事・備品購入等による増額計上により3,042万円の増額補正を行い、
総額144億4,373万円となりました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。
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一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

３議員が
質　問

ズバリ

うを

■安藤　正純 議員 …………………… ９
○ 外縁除染の対象は
○ 拠点外の解除に向け利活用策を
○ 避難先での接種予約がとれない

■ 佐藤　教宏 議員 ……………………10
○ 放課後児童クラブ等設置が必要
○ にぎわい創出のための施策を

■ 渡辺　正道 議員 ……………………11
○ 現在の指定避難所確保は
○ 現在の福島第１の状況認識は

1

2

3

宮本　皓一 町長宮本　皓一 町長 岩崎　秀一 教育長岩崎　秀一 教育長

６月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

動画配信中！

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。
※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。 ※宮本町長の一般町政

報告はこちらから

問
答

外縁除染の対象は
約56％が対象となる予定

ズバリ！！ 町政を問う

問　
復
興
拠
点
の
現
在
の

整
備
状
況
と
将
来
の
絵
姿

は
。

答　
町
長

　
上
下
水
道
の
災
害
復
旧
が

年
内
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

町
営
新
田
団
地
や
夜
の
森
公

園
の
被
害
調
査
等
の
準
備
、

健
康
増
進
施
設
の
検
討
な
ど

概
ね
計
画
通
り
で
す
が
、
除

染
解
体
工
事
に
遅
れ
が
見
ら

れ
ま
す
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
健
康
増
進
施
設
の
中
に
買

い
物
環
境
整
備
の
協
議
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
さ
く
ら

モ
ー
ル
の
よ
う
な
施
設
を
新

た
に
拠
点
内
に
整
備
す
る
計

画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

問　
本
年
３
月
に
行
わ
れ

た
全
員
協
議
会
に
お
い
て

環
境
省
か
ら
外
縁
除
染
の

説
明
を
受
け
た
が
、
小

良
ヶ
浜
・
深
谷
地
区
で
は

何
棟
が
対
象
に
な
り
全
体

の
何
％
に
な
る
か
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
道
路
か
ら
20
メ
ー
ト
ル

範
囲
の
除
染
解
体
を
行
う
と

し
て
お
り
、
環
境
省
と
調
整

し
て
い
る
中
で
は
、
家
屋
約

２
３
０
件
の
内
１
３
０
件
の
、

約
56
％
が
対
象
と
な
る
予
定

で
す
。

問　
国
は
拠
点
外
の
復
興

に
向
け
、
市
町
村
が
今
後

の
整
備
方
針
等
の
方
向
性

を
定
め
た
全
体
構
想
を
作

成
し
た
場
合
に
は
こ
れ
を

踏
ま
え
る
と
あ
る
が
、
町

は
こ
の
地
区
に
お
い
て
何

ら
か
の
計
画
を
立
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

問　
町
内
及
び
避
難
先
で

の
高
齢
者
へ
２
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
状
況
は
。

答　
町
長

　
町
内
で
は
６
月
16
日
現
在

３
９
５
人
が
接
種
を
受
け
て

お
り
、
７
月
上
旬
に
は
２
回

目
の
接
種
が
概
ね
完
了
す
る

見
込
み
で
す
。
町
外
に
避
難

さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は

自
治
体
ご
と
に
進
捗
に
差
が

あ
り
、
状
況
の
把
握
は
難
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

答　
企
画
課
長

　
広
大
な
土
地
の
活
用
と
し

て
は
６
号
線
沿
線
で
立
地
的

に
い
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

農
業
・
産
業
団
地
・
太
陽

光
・
陸
上
養
殖
な
ど
、
何
が

い
い
の
か
様
々
な
検
討
を
し

て
い
ま
す
。

の
追
加
配
分
が
決
ま
り
、
範

囲
内
で
県
内
に
避
難
さ
れ
て

い
る
65
歳
以
上
の
町
民
に
対

し
て
も
、
町
内
で
の
接
種
枠

に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

問　
郡
山
市
内
に
あ
る
養

護
老
人
ホ
ー
ム
東
風
荘
に

は
約
30
名
の
利
用
者
が
お

り
ま
す
が
、
感
染
症
対
策

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
は
。

答　
福
祉
課
長

　
町
が
指
定
管
理
者
を
お
願

い
し
て
い
る
伸
生
双
葉
会
で

運
営
し
て
お
り
、
他
の
高
齢

者
施
設
と
同
じ
よ
う
に
感
染

症
対
策
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

入
居
者
の
方
全
て
入
所
者
枠

で
６
月
８
日
に
１
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
て
い

ま
す
。
郡
山
市
内
の
他
施
設

に
お
い
て
は
ク
ラ
ス
タ
ー
の

発
生
し
た
事
例
も
あ
り
ま
す

が
、
現
在
の
と
こ
ろ
感
染
者

の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問答
拠
点
外
の
解
除
に
向
け
利
活
用
策
を

様
々
な
点
で
検
討
し
ま
す

問答
避
難
先
で
の
接
種
予
約
が
と
れ
な
い

町
内
で
の
接
種
枠
の
拡
大

家屋が見えなくなるほど樹木が生い茂る
拠点外の住宅の様子

安藤 正純 議員

とみおか議会だより 207号とみおか議会だより 207 号9 88
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問
答

現在の指定避難所確保は
町内６ヶ所を指定避難所として確保

ズバリ！！ 町政を問う ズバリ！！ 町政を問う

問　
復
興
途
上
の
現
在
、

本
町
の
防
災
・
減
災
対
策

に
お
け
る
、
指
定
避
難
所

確
保
の
現
状
は
。

答　
町
長

　
町
内
６
ヶ
所
を
指
定
避
難

所
と
し
て
お
り
、
今
後
も
町

内
の
居
住
状
況
等
を
考
慮
し

つ
つ
、
公
共
施
設
を
中
心
に

増
や
し
て
い
き
ま
す
。

問　
多
目
的
集
会
所
の
、

避
難
場
所
と
し
て
の
利
用

は
ど
の
よ
う
な
認
識
か
。

答　
生
活
環
境
課
長

　

緊
急
避
難
場
所
と
し
て
、

一
時
的
に
避
難
を
し
て
も
ら

う
場
所
と
し
て
想
定
し
て
お

り
、
災
害
対
応
が
中
長
期
化

し
た
場
合
は
、
指
定
避
難
所

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

問　
40
年
近
く
た
っ
て
い

る
よ
う
な
施
設
も
あ
り
、

耐
震
・
耐
火
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
等
、
考
慮

し
改
修
し
て
い
る
の
か
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
耐
震
等
改
修
後
、
適
宜
指

定
避
難
所
等
に
指
定
し
て
い

き
ま
す
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
旧
耐
震
の
基
準
で
建
て
ら

れ
た
建
物
に
つ
い
て
は
、
高

津
戸
と
上
手
岡
２
ヶ
所
で
す
。

現
在
、
耐
震
改
修
は
行
わ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
緊
急
時

の
避
難
所
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
生
活
環
境
課
と
調
整
し

て
い
き
ま
す
。

問　
避
難
行
動
要
支
援
者

へ
の
対
策
は
。

答　
町
長

　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
」を
作
成
し
て
お
り
、
災

害
か
ら
守
る
為
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

渡辺 正道 議員

問
答

放課後児童クラブ等設置が必要
設置に向け検討を深め速やかに具体化

問　
子
育
て
世
帯
が
富
岡

町
に
住
も
う
と
判
断
す
る

材
料
の
一
つ
と
し
て
、
子

ど
も
が
預
け
ら
れ
る
場
所

が
あ
る
か
ど
う
か
が
挙
げ

ら
れ
る
。
現
在
、
未
就
学

児
は
こ
ど
も
園
に
預
け
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
小
学

生
は
児
童
館
が
廃
止
さ
れ

て
い
る
の
で
預
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
就
業
す
る

事
を
諦
め
た
り
、
仕
事
を

休
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

り
、
厳
し
い
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
世
帯
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な

児
童
の
居
場
所
づ
く
り
が

移
住
定
住
を
進
め
る
う
え

で
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
教
育
長

　
課
題
と
し
て
認
識
し
て
お

り
検
討
中
で
す
。
保
護
者
の

ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
設
置
に
向
け
ニ
ー

ズ
を
最
大
限
取
り
入
れ
な
が

ら
、
検
討
を
深
め
速
や
か
に

具
体
化
し
ま
す
。

答　
教
育
総
務
課
長

　
就
労
の
問
題
が
解
消
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
子
育
て

世
帯
の
増
加
に
加
え
、
町
に

活
気
、
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
少
し
で
も
早
く
運

用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
放
課
後
を
安
心
安
全

に
過
ご
し
、
体
験
活
動
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

国
が
策
定
し
た
、
放
課
後

こ
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
を
基

に
児
童
の
居
場
所
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

答　
教
育
総
務
課
長　

　
全
児
童
が
対
象
と
な
る
よ

う
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

放
課
後
こ
ど
も
教
室
の
一
体

型
を
考
え
て
い
ま
す
。

答　
教
育
長　

　
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
だ

け
で
は
な
く
、
次
代
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

な
ど
が
実
現
さ
れ
る
ま
で
、

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の

間
、
生
涯
学
習
事
業
の
一

環
と
し
て
、
希
望
す
る
家

庭
に
お
い
て
は
、
学
び
の

森
や
図
書
館
な
ど
社
会
教

育
関
連
施
設
を
活
用
し
た
、

体
験
学
習
や
自
主
学
習
が

で
き
る
環
境
を
早
急
に
作

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
生
涯
学
習
課
長

　
教
育
総
務
課
と
協
議
し
な

が
ら
、
当
課
が
所
管
す
る
施

設
を
活
用
し
、
出
来
得
る
範

囲
で
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
れ

る
事
業
を
検
討
し
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
に
ぎ
わ
い
創
出
に
は
、

町
商
工
会
、
町
観
光
協
会
、

と
み
お
か
プ
ラ
ス
及
び
役

場
担
当
課
の
連
携
を
強
化

し
、
新
し
い
事
業
を
創
造

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
。

答　
町
長

　

様
々
な
催
し
に
よ
り
、
交

流
人
口
の
増
加
を
図
り
、
に

ぎ
わ
い
形
成
の
た
め
の
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

今
後
も
各
団
体
相
互
に
補
完

し
合
え
る
体
制
を
つ
く
り
、

新
た
な
発
想
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
町
内
の
に
ぎ
わ
い

創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

問　
桜
ま
つ
り
と
同
等
以

上
の
イ
ベ
ン
ト
を
新
た
に

開
催
す
る
事
で
、
避
難
し

て
い
る
町
民
が
帰
っ
て
く

る
機
会
を
増
や
し
、
さ
ら

に
、
交
流
人
口
が
増
え
る

こ
と
で
、
全
国
へ
の
情
報

発
信
と
移
住
者
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る

が
。

答　
産
業
振
興
課
長　

　
財
源
の
確
保
も
視
野
に
入

れ
、
町
内
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問答
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
の
施
策
を

催
し
な
ど
新
た
な
発
想
で
に
ぎ
わ
い
創
出

佐藤 教宏 議員

たくさんの人でにぎわう2019年の
桜まつりの様子

富岡町の防災パンフレット

※
緊
急
避
難
場
所
と
は

　
住
民
等
が
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
一
時
的
な
緊
急

避
難
先

※
避
難
所
と
は

一
定
期
間
滞
在
し
て
避
難

生
活
を
す
る
た
め
の
施
設

問　
防
災
計
画
に
は「
現

在
の
福
島
第
１
が
住
民
避

難
が
必
要
と
な
る
よ
う
な

状
況
は
想
定
し
難
い
」と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
福
島
第
１
の
状
況
認

識
は
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
１
号
機
か
ら
３
号
機
に
つ

い
て
は
冷
温
停
止
状
態
、
し

か
し
施
設
の
敷
地
緊
急
事

態
・
全
面
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
場
合
、
想
定
外
の
状
況

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
も
懸

念
さ
れ
る
の
で
、
避
難
が
必

要
に
な
る
可
能
性
も
高
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問　
避
難
実
施
前
に
放
射

性
物
質
の
放
出
が
あ
っ
た

場
合
の
、
屋
内
退
避
・
住

民
避
難
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
町
長

　
放
射
性
物
質
の
放
出
前
に

避
難
を
行
う
こ
と
が
原
則
で

あ
り
、
避
難
実
施
前
に
放
射

性
物
質
の
放
出
が
あ
っ
た
場

合
は
、
緊
急
に
屋
内
退
避
を

行
い
、
準
備
が
整
い
次
第
、

迅
速
な
避
難
を
呼
び
か
け
ま

す
。

問　
住
民
避
難
が
生
じ
た

場
合
、
要
支
援
者
を
バ
ス

等
に
よ
り
巡
回
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
等
の
対
策
を

検
討
し
て
は
。

答　
町
長

　

要
配
慮
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
必
要
に
応
じ
て
車
両
等

に
よ
る
搬
送
支
援
を
行
い
ま

す
。

問　
避
難
用
品
を
セ
ッ
ト

し
た
避
難
用
バ
ッ
グ
の
配

布
を
検
討
し
て
み
て
は
。

答　
町
長

　

世
帯
状
況
に
応
じ
て
様
々

な
の
で
、
個
々
に
準
備
い
た
だ

く
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

問答
現
在
の
福
島
第
１
の
状
況
認
識
は

核
燃
料
は
、
冷
温
停
止
状
態
が

保
た
れ
て
い
ま
す

夜の森児童館で放課後を
過ごしていた子どもたち

とみおか議会だより 207号とみおか議会だより 207 号11 1010

問答
ふ
た
ば
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
具
現
化
を

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
作
成
中
で
す



【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局

住宅より高く伸びた県道側の竹 雑草なども伸びているツツジの植え込み 空き家となっている住宅の庭

《 成人式の実行委員会について 》

【総務課】

総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

総務文教常任委員会

Q

《 町営住宅の管理状況は 》

A 竹については県の土地になるので、県に掛け合います。また、団地全体の除草作業の発
注準備中となっておりますので、ツツジに関しても相談し、検討します。

王塚第二団地の県道側の竹と、ツツジの植え込みが伸びている。植え込みの管理
や除草の状況は。

今後、帰還困難区域の解除にあたり、できる限り線量の低減を。Q

《 帰還困難区域の解除に際する要望 》

A 平成29年度解除時の線量を目安に、更に低減するよう国と調整し、できるだけ下げて
いることを基本にあたっていきます。 【企画課】

【企画課】

Q

《 一時立ち入り手続きの簡素化を 》

A 町から国への要望の内容として、今後確認作業をしていきたいと思います。要望内容や
回答については、改めてご報告します。

今後の帰還困難区域への立ち入りについて、
手続きを簡素化できるよう国に強く要望を。

富岡校及び三春校に設置されたサーマルカメラの設定上限温度と、上限温度を超
えた場合の対処方法について準備されているのか。

Q

《 学校の発熱者対策は 》

A 設定上限温度は37.5度で、それ以上の温度を感知した場合は職員室のモニターに赤く表
示されます。また、該当者には入校不可の対応をとります。

コロナウイルスワクチンが若い世代に行き届いていない現在、成人式の実行委員
会をリモート形式にするなどの検討はされているのか。

Q

A 今後の感染状況等を見極めながら、リモート形式も含めて、開催については十分に安全
面を考慮し検討していきます。

【教育総務課】

町のホームページ以外にも発信ツールが多数あるが、それぞれの特徴は。Q

《 町の情報発信ツールについて 》

A

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

【生涯学習課】

※サーマルカメラ・・・赤外線を感知して温度を計測するカメラのことです。

　【住民課】

町公式Facebook 町行事の進捗状況や、新たに開始された手続きの情報
などを随時投稿します。

町民同士の意見などを投稿できる、双方向のやり取りが
できるアプリです。

広報誌が発行されたタイミングなどでお知らせします。

親しみあるやわらかい表現で、町の様子やイベントを
投稿します。

各事業や町の様子を動画で配信しています。

とみっぴー Facebook

町公式YouTube

とみおかアプリ

LINE＠

普段は各防犯カメラの映像が
表示されています。（富岡校）

カメラで37.5度を超える体温
を感知すると、赤く点灯して
お知らせします。（富岡校）

感知すると職員室のモニター
に来校者入口の映像が表示さ
れます。（富岡校）来校者入口に設置。手順

等も分かりやすく表示さ
れています。（富岡校）

総務文教常任委員会の様子
12とみおか議会だより 207号とみおか議会だより 207 号13 1212



【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

【生活環境課】

Q

《 街路灯について早め早めの修繕を 》

A 街路灯については、照明が切れたものから順次LEDに交換し、単独柱については根元
を確認しながら、破損による災害が起きてしまう前に対応していくようにします。

Q

《 桜の保全に関するコンサルタント派遣について 》

A 桜並木の保全や新たな観光資源の発掘を目的とした、桜保全検討委員会（仮称）を本年
度より開催します。町は当検討委員会の運営に係るコンサルタント会社の派遣を官民
合同チームに依頼しており、現在ノウハウを有するコンサルタント会社を選定中です。

Q
《 地域防災の強化を 》

A 現在、町内の１事業者様につきまし
て、周辺区域の初期消火への協力の
ため消防団の小型ポンプを貸し出し
ています。従業員の方には、年一回
の訓練を消防団と共に参加していた
だき、放水訓練も実施しています。
消防団への入団だけでなく、企業・
事業所としての協力についても検討
します。 【生活環境課】

【産業振興課】

本体の根元あたりの強度確認を行い、撤去・新設など早めに対応してもらいたい。
壊れてからでは遅いと考えるが。

桜の保全検討委員会でコンサルタント派遣が決定したとあるが、どのようなコンサ
ルタントで、桜の保全などの実績はあるのか。また、どのような内容で選定の依頼
をしているのか。

Q
《 風疹の追加接種のＰＲは 》

A 年度初めに該当者へ通知しています。また年度の中間で抗体検査をしていない人に対
しては追加で通知しています。
今年度で、３年間の時限措置の最終年となるので、改めて抗体検査を受けていない該
当者へ通知をします。
今年度いっぱいであれば３年間の対象者は誰でも検査を受けることができます。

※これまで公的な風しんの予防接種を受ける機会がなかった世代の男性を対象にした抗体検査及び予防接種です。
（昭和37年４月２日生まれ～昭和54年４月１日生まれ）

風疹の追加接種について、町としてのＰＲのしかたは。

Q

《 街路樹の保全について 》

A タイミングを見て、同じ時期に除草の発注をかけ、調整しながら施肥を行います

桜並木の施肥について、土の部分に草が生い茂っているが、どのようにして施肥
を行うのか。

雑草の繁茂する植樹マス
【都市整備課】

消防活動について、町内にある企業へ消防団員の募集をするなど、地域ぐるみで
消防団を支える方向を考える必要があるのでは。

【都市整備課】

訓練の様子

産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

【健康づくり課】

【産業振興課】

Q
《 国に対し、ため池除染の対策を 》

A 今後も継続して申し入れしていきます。

ため池放射性物質対策事業について、環境省の里山再生事業なども含めて、今後
も抜本的・根本的な対策を検討してもらうよう国に強く申し入れてもらいたいと考
えるが。

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

産業厚生常任委員会の様子
14とみおか議会だより 207号とみおか議会だより 207 号15 1414
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福島第二の廃止措置計画について
徹底議論！全員協議会報告 　 教育・福祉・営農   環境の更なる充実へ

とみおか議会だより 207号とみおか議会だより 207 号17 1616

◆除染解体工事及び中間貯蔵施設への輸送並びに
　特定廃棄物埋立処分事業の状況について

◆富岡町共生型サポート拠点施設整備事業の
　今後の進め方について

（環境省）

（福祉課）

　2019年７月31日に第二原子力発電所における全号炉の廃止が決定され、同12月26日には福島県・富岡
町・楢葉町及び周辺市町村と廃止措置に係る安全協定が締結されました。
　経過については、これまで全員協議会や原子力発電所等に関する特別委員会において説明を受け議論を
続けてきましたが、2021年４月28日に廃止措置計画が認可されたことにより、改めて説明を受けました。
　また、冒頭では、防護区域との境界である通路扉の不適切な管理など、５月19日に発表された福島第二
原子力発電所における核物質防護に係る事案等についての説明も受け、併せて議論がなされました。

問　
開
所
時
期
に
つ
い
て
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
が
令
和
4
年
3
月
上
旬
、
ト
ー

タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
3
月
下
旬
と

1
ヶ
月
ず
れ
て
い
る
。
工
事
車
両
な
ど
の

安
全
面
に
つ
い
て
、
入
所
者
だ
け
で
な
く

サ
ポ
ー
ト
で
入
る
親
族
や
面
会
人
も
含
め

て
配
慮
し
て
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
が
。（
佐
藤
啓
憲
）

答　
福
祉
課
長

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
き
ま
し
て
、

入
所
者
に
対
し
て
は
基
本
的
に
施
設
ス
タ
ッ

フ
が
随
行
す
る
形
に
な
り
ま
す
。
工
事
車
両

や
事
故
等
に
十
分
注
意
す
る
よ
う
気
を
配
り
、

安
全
に
十
分
気
を
つ
け
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
避
難
経
路
等
の
確
認
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
介
護
保
険
係
長

　
有
事
の
際
は
旧
校
舎
側
に
避
難
で
き
る
よ

う
な
経
路
の
整
備
を
今
回
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
校
舎
側
と
校
庭
側
に
あ
る
既
設
の
通

路
に
は
段
差
が
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
整
備

し
て
問
題
な
く
避
難
で
き
る
経
路
を
担
保
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

６月22日　安全祈願祭が執り行われました

問　
解
体
を
先
行
す
る
の
で
は
な
く
、
敷

地
の
除
染
を
先
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
状
況
が
変

わ
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
対
策
は
。（
遠
藤
一
善
）

答　
環
境
省

　
説
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
意
取
得
時
の

連
絡
先
に
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
誤
解
の
な
い
よ
う
、
丁
寧
に
説
明
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
事
情
が
あ
っ
て
同

意
に
な
ら
な
い
場
合
は
、
障
壁
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
解
決
出
来
る
よ
う
町
と
も
連
携
し

な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
外
縁
除
染
に
つ
い
て
、
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
か
ら
20
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
が
、

敷
地
の
端
に
建
物
が
あ
っ
て
も
該
当
す
る

か
。（
安
藤
正
純
）

答　
環
境
省

　
農
地
や
宅
地
な
ど
は
、
20
メ
ー
ト
ル
で
切

ら
ず
に
一
体
と
し
て
考
え
ま
す
。

【令和３年５月24日開催】
◆福島第二原子力発電所廃止措置計画の認可について（東京電力ホールディングス㈱）

質 応疑疑疑 答答

問　
使
用
済
み
燃
料
の
受
け
入
れ
施
設
に
つ
い
て
今
か

ら
国
と
協
議
す
べ
き
で
は
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
東
京
電
力

　
使
用
済
み
燃
料
の
搬
出
先
は
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、
先
行
の
他
電
力
に
つ
い
て
も
同
じ
課
題
で
す
。
国

と
協
議
・対
応
を
進
め
、44
年
間
の
廃
止
措
置
の
中
で
し
っ

か
り
と
答
え
を
出
し
て
い
き
ま
す
。

問　
地
元
企
業
の
廃
炉
作
業
へ
の
参
画
に
つ
い
て
、
原

子
力
発
電
所
に
携
わ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
企
業
も
あ

る
の
で
、
教
育
や
研
修
な
ど
を
実
施
す
る
べ
き
で
は
。

（
高
野
匠
美
）

問　
長
い
年
月
を
要
す
る
の
で
、
地
元
企
業
も
人
材
が

必
要
と
な
る
。
地
元
企
業
が
携
わ
れ
る
よ
う
な
募
集
の

し
か
た
を
。（
遠
藤
一
善
）

答　
東
京
電
力

　
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
で
き
る
の
か
を
念
頭
に
、
ご
相
談

を
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
今
後
、
44
年
間
の
廃
止
措
置
に
つ
い
て
も
地
元
企
業
の

皆
様
の
お
力
な
く
し
て
は
出
来
な
い
と
考
え
ま
す
。

問　
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
１
〜
４
号
機
に
２

台
と
あ
る
が
、
10
年
前
の
よ
う
な
津
波
に
も
対
応
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
故
障
時
の
対
策
は
。（
渡
辺
三
男
）

答　
東
京
電
力

　
燃
料
の
表
面
温
度
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
注
水
に
か
け
る

電
力
の
負
荷
が
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
点
検
等
を

考
慮
し
１
台
予
備
と
し
て
合
計
３
台
で
運
用
し
ま
す
。
万

が
一
、
故
障
し
た
場
合
は
そ
の
他
９
台
か
ら
部
品
の
調
達

等
が
可
能
で
す
。

問　
通
路
扉
の
不
適
切
な
管
理
の
状
況
は
、
い
つ
か
ら

か
。（
渡
辺
正
道
）

答　
東
京
電
力

　
建
設
当
時
か
ら
の
状
況
で
す
。
今
回
ま
で
把
握
で
き
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
反
省
点
で
あ
り
、
今
後
、
同

様
の
事
象
が
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
ま
す
。

問　
３
月
19
日
に
は
不
適
切
な
管
理
で
あ
る
と
確
認
さ

れ
て
い
る
の
に
、
発
表
さ
れ
る
ま
で
２
カ
月
経
過
し
て

い
る
が
。（
安
藤
正
純
）

答　
東
京
電
力

　
悪
用
等
を
さ
れ
な
い
た
め
の
防
護
対
策
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
是
正
処
置
が
完
了
し
、
規
制
庁
か
ら
是
正
処
置

の
妥
当
性
も
含
め
て
ご
判
断
い
た
だ
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
発
表
と
な
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

問　
通
路
扉
は
建
設
当
時
に
国
の
機
関
が
検
査
し
て
い

る
は
ず
で
は
？
（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
東
京
電
力

　
平
成
24
年
に
核
物
質
防
護
規
定
に
変
更
が
あ
り
、
検

査
に
あ
た
っ
て
は
、
図
面
を
添
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
図
面
に
当
該
の
通
路
が
抜
け
落
ち
て
お
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
管
理
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　
め
っ
た
に
通
ら
な
い
と
あ
っ
た
が
、
図
面
に
あ
れ

ば
確
認
す
る
の
が
防
護
に
関
し
て
一
番
重
要
で
あ
り
、

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
。（
高
橋
実
）

答　
東
京
電
力

　
現
場
確
認
が
足
り
な
か
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
、
気
づ

き
の
弱
さ
が
反
省
点
と
考
え
ま
す
。

廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て

核
物
質
防
護
対
策
に
つ
い
て
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Step.21復興へのあゆみ復興へのあゆみ
様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆様の先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆様の先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

2021. ５.21

2021. ６.12 2021. ６.15

にこにここども園の園児が交流館を訪問

スタインウェイ
体験会 アユ稚魚放流

　ボールプールや遊具で楽しく遊
ぶ、園児たちの賑やかな声が響き
ました。

　スタインウェイの音色を楽しみながら演奏
をしていました。今後も体験会等が行われる
予定です。

　今年もアユの稚魚が富岡川に放流されました。

2021. ７.11 とみおかアーカイブ・ミュージアム開館式
　富岡町の成り立ちや、東日本大震災による複合災害からの町の変遷等が収められています。今後は
ワークショップや企画展などもあり、何度でも足を運びたくなるミュージアムとなっています。

とみおか議会だより 207号とみおか議会だより 207 号19 1818

原子力等
特別委員会

渡辺正道議員

宇佐神幸一議員

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

がれき類コンテナの点検計画とはコンテナ内部の確認で
はなく、コンテナの構造上の強度や錆つきなどの検査を
して、結果に対応するということか。

おっしゃるとおり、コンテナに錆や損傷による穴が開い
ていないかなど、外観上の異常が無いかの点検をする計
画です。

【コンテナの点検計画の概要は】

コンテナの外観を目視で点検するとあったが、段積みと
なっている部分の間や裏側の確認はどうするのか。
全量調査していくとのことなので、漏れがないように。

ALPS処理水を検出限界値未満までとことんやってほしい。
また、トリチウム以外の核種についても検出限界値未満
まで取り去ることができれば風評に与える影響も小さい
のではないかと思うが。

原子炉ウェル（高線量が確認されている２号機内の部分）
の調査のため、線量の高い空調ダクトとは別に配管に穴
を開けるという作業の方法や危険性は。

段積みの状態で覗き込むのではなく、コンテナを１基ず
つクレーンで吊り上げて、６面全てをきっちり目視で確
認していきます。

極力低い値まで二次処理をして安全な状態で放出すると
いうことにつきまして、分析結果等を見ながら最大限の
努力をしてまいります。また、絶対に安全だというのは
もちろんのこと、安心していただけるよう努力を惜しま
ないつもりでおります。

配管についてはドリルを使用して穴を開けました。
この配管は格納容器に直接つながるものではなく、格納
容器中のダストが直接ここから漏れ出るなどのものでは
ありませんが、高線量かつ今回初めてアクセスする場所
でしたので、慎重に進めました。

【漏れのない調査を求める】

【風評払しょくのための更なる努力を】

【調査に伴う危険の有無は】
東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

遠藤一善議員

安藤正純議員



●９月定例会は、14日（火）～16日（木）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？
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宮本　皓一
富岡町長

【経歴】
出身地：双葉郡富岡町 出身

●富岡町議会議員●
　１期：平成12年3月31日～平成16年3月30日
　　  　 ・文教厚生常任委員会 副委員長
　 2期：平成16年3月31日～平成20年3月30日
　　  　 ・総務常任委員会 副委員長
　　  　 ・総務常任委員会 委員長
　 3期：平成20年3月31日～平成24年3月30日
　　  　 ・文教厚生常任委員会 副委員長
　　  　 ・議会報編集特別委員会 副委員長
　 4期：平成24年3月31日～平成25年6月12日
　　  　 ・富岡町議会 議長
●富岡町長●
　１期：平成25年8月6日～平成29年8月5日
　　  　 ・双葉地方水道企業団 副企業長
　２期：平成29年8月6日～令和3年8月５日
　　  　 ・双葉地方水道企業団 副企業長
　 　  ・双葉地方町村会 会長
　　  　 ・双葉地方広域市町村圏組合 管理者
　　  　 ・福島県町村会 会長

議会報編集特別委員会の委員及び副委員長を
歴任した宮本町長から、現在の議会だよりに
ついてのご意見やご感想をお話しいただきま
した。
　議会だよりというのは、議員が自分たちの行動を
町民の皆さまに知っていただくものです。一般質問
の掲載は当然必要なものだと思いますが、議会や委
員会等での質疑についても、町を動かすほどの核心
に迫っている内容もありますから、そういう議論も
掲載していただければいいと思います。
　私が議員・町長としての在任期間中、ここまで支
えていただいた議員の皆さんはじめ、職員の皆さん、
本当に感謝の一言です。富岡町がもっと復興して人
口が増えていかなければ、商業にしても産業にして
もなかなか難しいので、まずは人口が増えるような
施策が必要だと思います。
　私が議会報編集特別委員会の委員として携わって
いた頃から、表紙には子どもを多く取り入れてきた
経緯がございますが、現状では町内の子どもの人数
も少なく、苦慮することもあるかと思います。そん
な中でも、議会だよりは年々進化している
と感じるところです。

　

夏
本
番
と
な
り
、
暑
さ
が
身

に
こ
た
え
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は「
新
し
い
生
活
様
式
」を
守
り

な
が
ら
の
熱
中
症
対
策
で
、
不

安
を
抱
え
な
が
ら
毎
日
を
過
ご

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
何
か
と
不
便
の
多
い
今
日

で
す
が
、
こ
の
状
況
が
一
日
も

早
く
解
消
さ
れ
、
県
内
の
感
染

終
息
に
よ
っ
て
、
町
民
の
絆
を

繋
ぐ
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
で
き
る

よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
議
会
報
委
員
一
同
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
編
集
を
日
々
研

究
し
、
改
善
を
積
み
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
佐
藤　
啓
憲
）


